
 

令和５年度 熊本県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者 

及び 相談支援従事者 専門コース別研修 

【意思決定支援（標準編）】 

 

 

 事前課題  

 

 

 

 

 

１.事前課題の取組みについて 
・事前課題の内容については、以下「２.事前課題の内容」にてご確認ください。 
・事前課題の項目によっては時間を要するものがありますので、計画的に取組ん 

   でください。 
・事前提出は不要です。（当日１部自分のものだけで可） 
・研修当日は取組んでいただいた事前課題をもとに研修が進みます。事前課題の 
取組みが無い場合、当日の研修参加をご遠慮いただく場合がありますので、 
ご了承ください。 

 

 
２.事前課題の内容 

【事前課題１】「障害福祉サービス等の提供に係る意思決定支援ガイドライン」 
（別紙）を読まれてください。 

 
【事前課題２】１～５の設問に回答してください。 
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【事前課題２】 

 

１～５までの設問があります。時間がかかるものがありますので、下記を参考にして取り組んで 

ください。 

 

★１、２は、ご自身のことについて記入してください。 

★３は、確認後〇を付けてください。 

★４は、別紙【事前課題１】「障害福祉サービス等の提供に係る意思決定支援ガイドライン」 

（全 18 ページ）を読んで回答してください。 

★５は、該当する方は確認して記入してください。 

 

 

１．意思決定支援について 

①なぜ意思決定支援が必要だと思いますか 

 

 

 

 

 

 

 

②本研修でどんなことを手に入れたいですか 

（学習目標や研修が終了したときの理想の状態など） 

 

 

 

 

 

 

  

③上記②のために研修中どのように取り組みますか 
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２．グループワークで使用しますので、ご自身のことについて記入してください。 

 ①－１ あなたの人生の中で、例えば、親や周囲の人から反対されたけれど、それを押し切って 

意思を決定した経験を記入してください。 

   例）両親は、自宅から通える大学に通ってほしいと言ったが、県外の大学に行った 

     お年玉は貯金した方が良いと言われたがゲームを購入した  など 

 

 

 

  

①－２ また、そのことを振り返って、今どのように感じていますか？ 

 

 

 

  

② あなたはこれまでの利用者への支援の中で、本人の意思決定に基づいて支援した事例を、 

どんなことでも良いので思い出して記入してください。 

 

 

 

 

 ③－１ あなたはこれまでの利用者への支援の中で、本人の意思ではなく、本人以外の他者の 

意思に基づいて支援内容を決定した事例を思い出して記入してください。 

 

 

 

  

③－２ それは、だれの意思でしたか？ 

 

 

 

 

 ③－３ なぜ本人ではなく、その人の意思に基づいて決定したのですか 

 

 

 

  

③－４ その時に、思ったり感じたりしたことがありましたか？ 
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３．事例の選定 

3 つの事例を読んで、意思決定支援上の阻害要素を考えるワークをします。どの事例について考

えてみたいか１つ決めて〇をつけてください。 

 事   例 

 

事例①長期入院している A さん（60 歳） 

長期入院している人の退院を進めるという病院の動きの中で、A さん（60 歳）が候補となり

ました。長期入院となっている患者さんの中ではまだ若く、激しい症状が消退していると

いうのがその理由です。 

A さんは、突然、これまでかかわりのなかったソーシャルワーカーから「退院しませんか」と

言われました。20 年以上も入院生活を送ってきて、今の生活に大きな不満はありません。

それよりも変化している社会の中でひとりで生活するということへの不安の方が大きいの

で、どうしていいのか、自分でもわかりません。 

 

事例②学童保育に通いたい B さん 

B さんは来春、小学生になります。そこで、保育園のお友達が多く通う小学校に併設する

学童保育の利用を申請しましたが、一度も B さんやお母さんに会うこともないまま、却下

の通知がきてしまいました。 

問い合せたところ、場所が狭くて、利用する児童が多いので「コミュニケーションがとれ

ず、車椅子が必要な B さんの安全が確保できない」というのが主な理由でした。 

「Bさんは、”お母さん“と呼ぶことはあるのですか」と聞かれたので、言葉で母と呼ぶことが

無くても、B さんは周りの事を良く理解していることや自らの意思や考えていることはあるこ

とを伝えましたが、担当の職員の理解を得ることができませんでした。 

 

事例③ディズニーランドに行きたい C さん 

C さんはグループホームに入所しながら、就労継続支援 B 型事業所に通っています。 

定期的に開催している C さんの関係者会議でのことです。 

相談支援専門員から「これからの希望ややりたいことはありますか？」と聞かれ、C さんは

「ディズニーランドに行きたい」と答えました。 

それに対してグループホームのサービス管理責任者からは、「この前も CD 買いすぎてお

金がないじゃない。ディズニーランドに行くには新幹線と電車を乗り継いで行くんだから、

一人じゃいけないのよ」という発言がなされ、話はそこで終わってしまいました。 

 

４．意思決定支援ガイドライン 

国は、ガイドラインに基づいた意思決定支援がなされることを求めています。 

研修を受講するにあたって、別紙【事前課題１】障害福祉サービス等の提供に係る意思決定支援

ガイドラインを読んで、現在できていることを記入してください。 
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５．研修の中で出てくる用語をいくつか掲載しています。わからない言葉があれば、事前に調べて 

参加してください。 

学童保育  

就労継続支援 A 型  

就労継続支援 B 型  

ピアサポーター  

ホームヘルパー  

保健師  

言語聴覚士  

認知症  

高次脳機能障害  

失語症  

パターナリズム  

ファシリテーション  

傾聴  

アドボケイト（アドボケイター）  

後見人  

被後見人  

 


